
四
月
四
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
で
『
国
鉄
労
働
者
一
〇
四
七
名
の
総

団
結
で
不
当
解
雇
撤
回
！
Ｊ
Ｒ
採
用
事
件

の
勝
利
判
決
を
め
ざ
す
！
』
全
国
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
四
六
〇
〇

名
、
新
潟
か
ら
は
、
三
五
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
（
闘
う
闘
争
団
・
建
交
労
・
新
潟

地
区
労
・
国
労
な
ど
、
民
主
団
体
・
個
人
）

一
八
時
か
ら
国
鉄
合
唱
団
に
よ
る
合
唱

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

東
京
・
仙
台
・
横
浜
・
北
陸
・
長
野
か

ら
二
〇
名
の
団
員
が
、
素
晴
ら
し
い
う
た

ご
え
を
響
か
せ
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
は
、
高
知
短
期
大
学
名

誉
教
授
・
芹
澤
寿
良
氏
で
『
国
鉄
闘
争
は

二
〇
年
目
に
な
る
。
九
月
の
地
裁
判
決
を

契
機
に
し
、
国
労
・
全
動
労
・
千
葉
動
労

な
ど
の
組
織
が
共
闘
す
る
方
向
で
議
論
。

二
・
一
六
集
会
を
開
催
、
大
同
団
結
で
成

功
し
た
。
共
に
闘
い
続
け
て
き
た
人
達
が

大
同
団
結
＝
さ
ら
に
前
進
、
発
展
し
て
い

く
。
勝
利
解
決
ま
で
運
動
を
大
き
く
広
げ

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
お
う
。
歴

史
的
な
集
会
に
労
組
・
家
族
・
民
主
団
体

が
結
集
し
た
』
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。四

月
三
日
現
在
、
一
〇
四
七
名
の
支
援

団
体
は
一
二
〇
〇
団
体
。

各
代
表
の
方
々
か
ら
の
あ
い
さ
つ
や
決

意
表
明
な
ど
内
容
の
こ
い
集
会
で
し
た
。

一
八
時
か
ら
は
じ
ま
っ
た
集
会
は
約
二
時

間
、
二
〇
時
頃
に
終
了
し
二
一
梯
団
に
わ

か
れ
、
日
比
谷
公
園
か
ら
東
京
駅
を
通
り

常
盤
橋
公
園
ま
で
デ
モ
行
進
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

一
八
時
〜
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
始
ま
っ

た
中
央
集
会
は
、
四
六
〇
〇
名
を
結
集
し

素
晴
ら
し
い
集
会
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
困
難
が
あ
り
ま
す
が
、
全
て
の
あ

い
さ
つ
の
中
で
、
小
異
を
捨
て
大
同
に
つ

く
。
全
面
勝
利
す
る
た
め
に
大
同
団
結
で

き
ま
し
た
。
参
加
者
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

心
の
中
に
は
、
こ
の
言
葉
が
い
つ
ま
で
も

残
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
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国労本部 佐藤委員長

はじめに、中里議長から『国労を全

面的に指示し勝利するまで、全面解

決で闘うことを誓う』と、力強いあいさ

つがありました。

つづいて佐藤委員長は『この機に

解決を、39名の闘争団員が亡くなった。

政府・政治の責任による解決を。早期

の話し合いによる解決を迫る。国労が

闘いの先頭に立って、1日も早い解決

には何が必要か＝①行動に立ち上

がる。政府に解決を迫る。②全国的な

宣伝行動。署名・意見広告の記載。

③全国的な集会・大衆行動を展開す

る。さらに大きな支援を要請する。今、

解決の時、闘争団を組織し全体的解

決に向けて全力を上げてがんばる。』

とありました。
呼びかけ人代表早稲田大学名誉教授

１０４７名の不採用事件は20年の

闘い。ひとりも路頭に迷わせない～

当時の政府。郵政は、ひとりの解雇

者を出さなかった。分割民営化は国

労と社会党をつぶすため。団結の力

でILO勧告の履行を。早急的な政治的

解決を大きくしていく。



東
京
大
学
大
学
院
・
教
授

三
月
三
一
日
、
全
国
集
会
が
四
〇
〇
〇

名
以
上
の
参
加
で
成
功
し
た
。
今
日
の
力
で

成
功
し
た
。
自
民
党
の
憲
法
草
案
が
一
〇
月

二
八
日
に
出
さ
れ
た
。
九
条
を
改
悪
し
自
衛

隊
の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
。
憲
法
改

悪
は
日
本
を
、
米
国
の
世
界
戦
略
に
協
力
、

か
た
が
わ
り
さ
せ
る
た
め
。

沖
縄
で
の
米
軍
基
地
反
対
に
三
五
〇
〇
〇

人
が
集
会
。
市
ぐ
る
み
の
運
動
が
展
開
し
て

い
る
。
岩
国
市
で
も
住
民
投
票
が
行
わ
れ
て
い

る
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
立
ち
上
が
る
。

国
鉄
闘
争
に
勝
利
す
る

共
闘
会
議
議
長

二
瓶
久
勝
氏

共
闘
会
議
は
二
〇
万
人
を
組
織
し
て
い
る
。

二
〇
年
目
の
正
念
場
の
闘
い
に
な
っ
て
い
る
。

二
・一
六
集
会
は
当
事
者
の
団
結
を
。
今
日

の
集
会
で
支
援
者
と
の
団
結
を
。
国
労
と
の

連
帯
を
深
め
た
い
①
九
・一
五
判
決
は
不
当

労
行
為
を
認
め
る
判
決
。
四
年
間
か
け
た
成

果
②
三
〇
〇
名
の
原
告
団
＝
全
面
解
決
へ〜

国
交
省
は
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
、
の
ら
な
い
。
何

倍
も
の
闘
争
を
展
開
し
な
い
と
解
決
し
な
い

③
裁
判
を
訴
え
て
い
な
い
人
達
＝
裁
判
闘
争

を
し
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
。
全
体
が
一
緒

に
し
な
い
と
解
決
し
な
い
。
く
い
と
め
る
闘
い
、

運
動
を
発
展
さ
せ
る
。

国
家
の
不
当
労
働

行
為
に
対
し
闘
っ
て
い
る
。
立
ち
上
が
っ
て
闘

う
。
権
利
を
主
張
し
闘
っ
て
い
く
。
勝
っ
て
い
く

こ
と
が
生
活
を
守
る
。
大
義
を
も
っ
て
闘
っ
て

い
く
こ
と
、
今
日
の
集
会
を
大
き
く
成
功
さ

せ
る
こ
と
が
、
全
体
の
団
結
を
全
国
に
知
ら

せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
九
条
を
守
る
闘
い
と

一
緒
に
全
体
が
、
ひ
と
つ
の
課
題
と
し
て
大

同
団
結
に
な
っ
て
い
く
こ
と
。
確
信
し
て
い
る
。

一
緒
に
頑
張
ろ
う
。

松
山
大
学
助
教
授

大
内
裕
和
氏

分
割
・民
営
化
は
、
国
労
・総
評
を
解
体

す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
同
様
の
攻
撃
が
教

育
現
場
に
あ
る
。
卒
業
式
・
入
学
式
で
日
の

丸
・
君
が
代
の
強
制
。
従
わ
な
い
職
員
を
処

分
。
（三
四
四
名
）東
京
・教
育
委
員
会
は
生

徒
への
指
導
を
強
要
。
（歌
わ
せ
る
こ
と
）憲
法

改
悪
と
同
様
の
攻
撃
だ
。
戦
争
へ迫
っ
て
い
る
。

原
点
に
か

え
っ
て
再
指

導
し
て
い
く
。

国
家
の
戦
争
政
策
に
対
抗
す
る
新
た
な
闘
い

を
つ
く
っ
て
い
く
。

★
国
労
闘
争
団
・神
宮
議
長

一
〇
四
七
名
＝
大
同
団
結
を
図
り
解
決

の
道
筋
が
高
ま
っ
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
の
早
急
な

履
行
を
。
集
会
の
力
を
結
集
し
政
府
を
追

及
、
全
体
で
奮
闘
し
て
い
く
。

★
動
労
千
葉
鉄
運
機
構
訴
訟

高
石
原
告
団
代
表

二
〇
年
単
独
で
闘
い
続
け
て
き
た
。

二
・
一
六
集
会
か
ら
、
一
〇
四
七
名
と
闘

う
方
向
を
位
置
づ
け
多
く
の
仲
間
と
共
に

一
〇
四
七
連
絡
会
を
つ
く
り
進
め
て
き
た
。

運
転
保
安
闘
争
＝
Ｊ
Ｒ
に
対
し
断
固
反

撃
し
て
い
く
。
こ
の
闘
い
も
含
め
全
力
で

闘
い
ぬ
く
。

★
全
動
労
争
議
団
・
森
事
務
局
次
長

九
・
一
五
は
原
点
。
こ
の
闘
い
を
し
っ

か
り
闘
い
ぬ
き
た
い
。
要
求
実
現
へ
＝
国

交
省
・
鉄
道
運
輸
機
構
へ
交
渉
。
雇
用
、

職
場
の
確
保
。
一
〇
四
七
名
が
団
結
し
闘

い
ぬ
く
。
当
事
者
の
闘
い
が
、
多
く
の
仲

間
と
の
連
帯
へ
〜
広
げ
て
い
く
。

★
鉄
建
公
団
訴
訟
原
告
団

酒
井
団
長

九
・
一
五
判
決
＝
一
〇
四
七
名
が
ま

と
ま
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
勝
利
し
な
い
。

四
月
四
日
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
あ
っ

た
が
大
同
団
結
し
た
。
今
日
の
集
会
が
、

ガ
ラ
ス
細
工
に
な
ら
な
い
、
こ
わ
れ
な
い

闘
い
に
し
て
い
く
。
小
異
を
捨
て
大
同
に

立
つ
。
今
日
現
在
、
一
〇
四
七
名
が
、
ま

と
ま
っ
て
も
国
交
省
へ
の
話
し
合
い
が
で

き
な
い
。
一
日
も
早
く
裁
判
に
う
っ
て
出

て
欲
し
い
。
国
労
の
仲
間
に
訴
え
た
い
。

裁
判
闘
争
へ
の
結
集
を
。
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